
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2020 年 10 月 31 日（土）、第 4 回 QC サークル自慢大会を開催しました。 

 QC サークル自慢大会は、常日頃から取り組んでいる改善活動の成果をみんなで自慢でき

る場として、トヨタケ工業では年に 2 回開催しています。 

 第 4 回目となる今回は、コロナ禍の影響もあり事業所単位の 3 拠点での開催となり、稲

武工場から 6 サークル、岩村工場から 2 サークル、猿投工場から 2 サークル、名古屋事

務所から 1 サークルの計 11 サークルが参加しました。 

 第 4 回ということもあり、QC 手法を各所に取り入れるなど、サークルレベルがぐんと上

がっているような印象を受けました。また発表の準備も十分にされていたようで、各サーク

ル堂々とした発表だったと思います。 

 最後に行ったアンケートには普段の QC の取組みについてのコメントが多く、「忙しい業

務の中で、いかにQC活動の時間を確保するか」が今後に向けての明確な課題となりました。 

 今回初のリモート開催を試みたものの、通信環境のトラブルでうまくいきませんでしたが、 



 

「移動時間の短縮にはいい」という声も多く、今後設備的な部分も改善していければと思い

ます。 

 次回の開催は 5 月末を予定しています。さらなるレベルアップを目指して、QC サーク

ル活動に取り組んでいきます。 

 

＜今回の表彰サークル＞ 

金賞 team tapestry（名古屋総務）‟変化に強い職場作り～仕事のレベル UP 大作戦～” 

銀賞 ビタミン C（稲武 C ライン）“生産性の変動に強い職場づくり 

                 「リーダーさんの有休をとりやすくしよう！」” 

銅賞 P.A.B.C （稲武 B ライン）“段取り作業の見える化” 

優良賞 A チーム（稲武 A ライン）“搬送シューターでの空箱の引っかかりゼロへ” 

    ザ・バック（岩村 FB）“アルファード仕上げ工程 生産性の向上” 

    オレンジ（猿投縫製）“ノアボク R2R/C ベルト格納部シワ対策” 

 

＜発表の様子＞ 

 


